
意見交換（要旨） 

【保全活動の広げ方】 

（大津委員） 

集落としては「活性化」より「存続」が最重要で、応援団・サポーターの活動は

大変ありがたい。企業との関わりを通じ、子ども食堂との新たな交流が生まれ、

棚田米の提供など関係が広がっている。 

（春日委員） 

棚田みらい応援団は、地域の共有財産（コモンズ）を共感する地域外の人々と共

有する『オープンコモンズ』の先駆けであり、人口減少が進む中で突破口になり

得る。ぜひ、今のスピードでもっと進んでいただければと思う。 

※地域の共有財産：自然資源、生産基盤、文化・歴史資源、社会関係資本、 

制度・知恵・経験等々 

【海外人材・滞在型受入について】 

（阿久澤委員） 

2015年から都内ホテルの新入社員研修として棚田での田植え・稲刈り体験（外

国人含む）を受け入れてきた。外国人にとって非常に貴重な体験で、日本理解が

深まる。作業だけで帰るのではなく、宿泊を伴い滞在時間を延ばすことで学びが

深まる。ただ単に棚田の作業をして帰ってしまうっていうことではなく、ぜひそ

の滞在時間そのものを増やしていくという方向はいいんじゃないか。 

 

【乾田直播の可能性について】 

（阿久澤委員） 

天水田の棚田では干ばつの影響が深刻化しており、今後も続く可能性がある。乾

田直播など、水・労力を抑えられる新しい農法は条件不利地の棚田こそ有効にな

り得るが、小規模棚田には情報が届きにくい。県の取組の一環として、技術紹介・

実証や注意点の共有があると助かる。なかなか自分たちがやってるような小規

模の棚田のところでは、実験的にやるってのが非常に情報も少なくて、難しい。

しかし、そういうところに可能性があるのではないか。 

 

【棚田に関する活動の横連携】 

（大津委員） 

『つなぐ棚田遺産』で新潟県は選定数が多く、十日町市では連絡協議会を立ち上

げた。ふるさと納税返礼品として棚田米をパッケージ化し、手取り増を目指して

いる。棚田の横の情報共有や、市町村・企業の横連携の場づくりがあると前向き

に動きやすい。 

県の棚田みらいの中でも、横の連絡、情報共有っていう場面も、作ってもらえた

らありがたい。棚田地域と企業のみなさんの横の連携っていうのも 1 つ考えて



いただければ、その中でまた新しい取り組みだとか、農家にしてみればお互い困

っていることをこう感じあって、少しでも頑張ろうよってなれる。 

 

【企業・旅行会社等との連携、関西圏からの誘客】 

（米野委員） 

大阪の拠点や伊丹-新潟線を活用し、関西圏からの参加者を呼び込めないか検討。

大手旅行会社による下見の動きもある。宿泊施設の情報整理や、体験ツアー化の

可能性を具体化したい。企業の社員食堂で棚田米を使う提案も有効だが、価格面

等で課題があり、社内外での認知・購入のきっかけづくりを進めたい。二地域居

住の取組や、外国人スタッフの活用も視野。 

例えば、東京などには外国人スタッフというのがいるので、そういうものをうま

く使った形で、体験なり、感覚なり、そういうのをご協力できる部分がどこまで

あるのかというのも、考えたりもしている。いろいろ相互協力できれば。 

 

【二地域居住と里山アセットの考え方】 

（春日委員） 

外部人材と一緒に課題を見つけ取り組む二地域居住は地域活性化への可能性が

高い。ガストロノミーツーリズムは、食だけでなく風土・歴史・文化・体験を複

合的に楽しむ潮流で伸びている。共感者を増やす情報発信は写真だけでなく、動

画の活用がより重要。棚田の多様な良さを掘り下げ、言語化する取組も必要。 

（阿久澤委員） 

二地域居住は棚田保全の前提になりつつあるが、棚田収入だけでは継続できな

いため、住居確保や棚田以外の安定収入（リモート等）をワンセットで考える必

要がある。棚田・古民家・地域の人などの資産を複合的に活用する『里山アセッ

トマネジメント』の考え方が有効。 

棚田を守るためには、棚田だけだとなかなか続かないっていう現実をやっぱり

ご理解していただいて、もう少し周辺も含めて、複合的に体制を整えていくって

いう考え方があるとなお良い。 

 

【棚田米の価値の可視化（水・土・食味の科学的根拠）】 

（大津委員） 

棚田米は食味評価が高いが、なぜおいしいのか水や土の科学的根拠が示せて

いない。新潟大学等とも連携し、平場との違いをデータ化して PRできると、付

加価値化や取扱先拡大につながる。 

（春日委員） 

里山と平場の水田における用水や作土の質の違いはあり得る。里山の生物多

様性など、平場と異なる棚田の世界を具体的に示すことが、長期的な武器になる。 



 ※棚田の優位性  

用水：ミネラルの供給 

作土：有機物や土壌が若く多様な栄養分を含む 

環境：昼夜の気温格差 

 

【事務局】 

 〇乾田直播や食味データといった技術情報に関する対応 

  県庁内の 棚田地域振興法に基づく担当部局連絡会議で共有する。 

その後、農林水産部、農業試験場、農業振興部など現場の技術担当機関へ 

つなぎ、必要な検討や技術的支援につなげる。 

  〇取組等の横展開 

   棚田フォーラムメンバー（参画企業や棚田振興協議会、市町村等）での 

情報共有により、取組が他でも拡がることを期待している 

  〇保全体制 

   県としても棚田関連施策として一層取組を展開していきたい 


